東京都障害者施策推進協議会提言起草案への意見
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　前回の東京都施策推進協議会（以下推進協）において、草案についての検討がなされましたが、私の提案については一部取り上げられているものの不充分であると感じています。再度、前回提出いたしました提案書の内容を検討の上、起草案に盛り込んで頂きたくお願い申し上げます。
　また、起草委員会の構成にあっては、知的障害者支援に携わり、サービス利用者の身近にいる委員及び各障害当事者の委員の参加をご検討いただけるようお願い申し上げます。
　以下に、再度意見を述べさせていただきます。

　１、前回提出した意見書について再検討して頂きたい。

　２、子供の福祉については、内容が不充分であり、八都県市首脳会議「障害者自立支援法の抜本的な見直しに関する提案」の内容を盛り込んで頂きたい。
　３、グループホーム及びケアホームについては、設置促進にとりくむことが提案されているが、小規模運営法人が多いことや、入所施設から地域への移行促進の観点からみても、個々のグループホーム・ケアホームに対する支援体制の充実が求められている。そこで、以下の文章を加えて頂きたい。
「また、利用者が安心して暮らすために、小規模運営法人に対する運営支援策や地域における支援体制の構築など質的な充実に努める必要がある。」
４、特に、知的障害者通勤寮のために項目をさいて、機能と必要性を挙げている点は、評価したい。しかし、３７ページ四行にあるように、「他の事業と複合的に経営する等、積極的な事業展開を検討していくべきである。」という記述に関しては、通勤寮関係者の声を反映していない。「他の事業」ではなく利用者ニーズに応えるためには「通勤寮の機能の維持と継承」が求められている。事実、現在都立６通勤寮の定員１８５名に対して、毎年６０名前後の入寮希望があり、ほぼ同数の通勤寮からの移行者を出しているのが実際であり、このニーズに応えるためにも現状の通勤寮の運営水準が求められる。そこで「従来のノウハウを活用して～～べきである。」という記述を削除して以下のように
訂正して頂きたい。
「こうした機能を担い続けることができるよう、国に対して積極的に要望するとともに、高い利用者ニーズに応えるべく、現状の都立通勤寮の水準を維持できるよう、必要な運営支援策を講じるべきである。」
